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�愛媛県告示第８８号
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律

（平成１７年法律第１２３号）第６５条の規定に基づき、次のとおり指定

自立支援医療機関の辞退の申出があった。

令和７年２月１２日

愛媛県知事 中 村 時 広
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�愛媛県告示第９０号
次のように瀬戸内海環境保全特別措置法（昭和４８年法律第１１０号。

以下「法」という。）第８条第１項の規定に基づく特定施設の構造

等の変更の許可の申請があった。

なお、法第８条第３項において準用する法第５条第３項に規定す

る書面は、愛媛県宇和島保健所、愛南町役場及び愛媛県のホームペ

ージ（https://www.pref.ehime.jp/site/setohou―juurann/98375.html）

において告示の日から３週間公衆の縦覧に供する。

令和７年２月１２日

愛媛県宇和島保健所長 竹 内 豊

１ 申請者の名称、住所及びその代表者の氏名

大成建設株式会社

東京都新宿区西新宿一丁目２５番１号

代表取締役社長 相川 善郎

２ 事業場の名称及び所在地

津島道路新内海トンネル工事

愛媛県南宇和郡愛南町柏地先

３ 特定施設の種類

水質汚濁防止法施行令（昭和４６年政令第１８８号）別表第１第５５

号

４ 変更しようとする事項の内容

汚水等の処理の方法、排出水の汚染状態（排水系統別の汚染状

態を含む）及び排出水の量（排水系統別の量を含む）並びに用水

及び排水の系統

５ 汚水等の処理施設に関する事項

� 設備２（既設）

� 設備３（新設）

�愛媛県告示第８９号
児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）第２１条の５の３第１項の規定により、次のとおり指定障害児通所支援事業者を指定した。

令和７年２月１２日

愛媛県中予地方局長 矢 野 悌 二

発 行 愛 媛 県
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名 称 辞退に係る医療
の種類

辞 退
年月日

吉田内科泌尿器科医院 腎臓（育成医療
・更生医療）

令和７年
１月３１日

事業者番号
指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 者

指定障害児通
所支援の種類

指 定 障 害 児 通 所 支 援 事 業 所
指 定
年 月 日

氏名又は名称 主たる事務所
の 所 在 地 代表者の氏名 名 称 所 在 地

３８５１０００１０３ ＮＰＯ法人レッチーノ 愛媛県伊予市森甲１１０２
番地 松 下 勝 則

児童発達支援
放課後等デイ
サービス

てらす五色 愛媛県伊予市灘町３０６
番地

令和７年
３月１日

変 更 前 変 更 後

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 凝集沈殿、中和処理、
ろ過処理 凝集沈殿、中和処理

工 事 の 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに

工 事 の 完 成 予 定 年 月 日 着手日より４週間後

使 用 開 始 の 予 定 年 月 日 完成後直ちに

処 理 施 設 の 種 類 物理化学処理

処 理 施 設 の 型 式
濁水処理設備
（株）東洋製作所
ＴＪＨ－１２０及びＴＪＨ－１５０

処 理 施 設 の 構 造 鋼板製

毎週（火・金）曜日発行 第５８３号 令和７年２月１２日

令和７年２月１２日水曜日 第５８３号
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６ 事業場から排出される汚水等の汚染状態の通常の値及び最大の

値並びに汚水等の１日当たりの量

� �１排水口（既設）

� �４排水口（新設）

処 理 施 設 の 主 要 寸 法

（ＴＪＨ－１２０）
縦８．５メートル 横２．３メートル
高さ４．９メートル
（ＴＪＨ－１５０）
縦１０．１メートル 横２．３メートル
高さ４．９メートル

処 理 施 設 の 能 力 １時間当たり３００立方メートル処理

汚 水 等 の 処 理 の 方 式 凝集沈殿、中和処理、ろ過処理

処理施設の使用時間間隔 連 続

処理施設の１日当たりの使用
時間 ２４時間

処理施設の使用の季節的変動
の概要 な し

処理施設に

よる処理前

及び処理後

の汚水等の

汚染状態の

値

項 目 処 理 前 処 理 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 １１

最大 １１

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５

最大 １０

通常 ５

最大 １０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５

最大 １０

通常 ５

最大 １０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２，０００

最大 ５，０００

通常 ２５

最大 ５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２

最大 ３

通常 ２

最大 ３

燐 含 有 量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．５

最大 １

通常 ０．５

最大 １

砒素及びそ
の 化 合 物
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０１３

最大 ０．０３

通常 ０．０１３

最大 ０．０３

ふつ素及び
その化合物
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０８

最大 ０．２

通常 ０．０８

最大 ０．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ４，３１１

最大 ７，２００

通常 ４，３１１

最大 ７，２００

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

通常 ５

最大 １０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２５

最大 ５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ２

最大 ３

燐 含 有 量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．５

最大 １

砒素及びそ
の 化 合 物
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０１３

最大 ０．０３

ふつ素及び
その化合物
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ０．０８

最大 ０．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）

通常 ２，３１３

最大 ３，８４０

汚水等の汚

染状態の値

項 目 変 更 前 変 更 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

―
通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

―
通常 ５

最大 １０

化学的酸素
要求量（単
位 １リッ
トルにつき
ミリグラム）

―
通常 ５

最大 １０

浮遊物質量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

―
通常 ２５

最大 ５０

窒素含有量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

―
通常 ２

最大 ３

燐 含 有 量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

―
通常 ０．５

最大 １

砒素及びそ
の 化 合 物
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

―
通常 ０．０１３

最大 ０．０３

ふつ素及び
その化合物
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

―
通常 ０．０８

最大 ０．２

汚水等の１日当たりの量

（単位 立方メートル）
―

通常 ６，６２４

最大 １１，０４０

備考 この他に雨水専用排水口が２箇所ある。

汚水等の汚

染状態の値

項 目 変 更 前 変 更 後

水素イオン
濃度（水素
指数）

通常 ５．８～８．６

最大 ５．８～８．６
湧水（清水）専用排
水口

生物化学的
酸素要求量
（単位 １
リットルに
つきミリグ
ラム）

通常 ５

最大 １０
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�愛媛県告示第９１号
建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２９条第１項第５号の規定に基づき、次のとおり建設業者の許可を取り消した。

令和７年２月１２日

愛媛県知事 中 村 時 広

�愛媛県告示第９２号
道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定に基づき、道路の供用を次のように開始する。

その関係図面は、南予地方局大洲土木事務所において告示の日から２週間一般の縦覧に供する。

令和７年２月１２日

愛媛県知事 中 村 時 広

許 可 番 号 許 可
年月日 商 号 又 は 名 称 代表者氏名 主たる営業所の所在地 取 消

年月日
取 り 消 し た
建 設 業 の 種 類

取消しの原因
となった事実

（般－２）第１８５３５号 令和２年
１０月６日 井上建築 井上 茂雄 喜多郡内子町川中３１５ 令和６年

１２月３日 建築工事業 建設業の廃止

（特－２）第６２２号 令和２年
１２月１５日 ヤシロ農園㈲ 山本マチエ 八幡浜市八代１５３ 令和６年

１２月２４日 土木工事業 建設業の廃止
（一部）

道路の種類 路 線 名 供 用 開 始 の 区 間 供用開始の日

県 道 大洲野村線
大洲市菅田町大竹字梁瀬乙９３５番３から

同町大竹字切畠甲１３３０番４まで
令和７年２月１２日

令和７年２月１２日 発行


